
　昨年の11月12日（木）、粕屋町総合体育館職員が、同体育館を利
用中に意識を失って倒れられた方を、AED（自動体外式除細動器）
などを使用し救命処置を行い、救急車が到着するまでの適切な対
応に対し、粕屋南部消防組合中部消防署から表彰を受けました。

表彰を受けた　後列右から
松永さん、首藤さん、藤井さんと協力して対応した体育館職員の皆さん

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/
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平
成
19
年
１
月
１
日
よ
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て

い
ま
す
澤
田
初
美
さ
ん
（
原
町
区
）

の
再
任
が
決
ま
り
、
１
月
１
日
に
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
人

　このコーナーでは、あなたの 
まわりの身近な出来事や話題を 
待っています。 
　電話で結構です。粕屋町広報 
広聴係まで。 

人
権
擁
護
委
員
に
澤
田
初
美
さ
ん
が
再
任
（
２
期
目
）
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
に
澤
田
初
美
さ
ん
が
再
任
（
２
期
目
）
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
に
澤
田
初
美
さ
ん
が
再
任
（
２
期
目
）
さ
れ
ま
し
た

　

権
に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。 

　

主
な
活
動
は
、
福
岡
法
務
局
（
常

設
）
や
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
相

談
を
受
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人

権
啓
発
に
つ
い
て
も
「
人
権
の
花
」

運
動
や
街
頭
啓
発
、
講
演
な
ど
を
行

っ
て
あ
り
ま
す
。 

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
６
回
人

権
擁
護
委
員
５
人
の
方
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
差
別
の
問
題
な
ど

厚生労働大臣特別表彰受賞 
（元民生委員児童委員） 

山田美代子さん 
（原町区） 

藤本悟さん 
（上大隈区） 

非
常
に
幅
広
い
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手

続
も
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。 

　
 

　
〈
次
回
の
特
設
人
権
相
談
〉 

●
日
時　

２
月
２
日
（
火
） 

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
総
務
課
庶

　

務
係
☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

　

内
線
２
２
３
へ 

澤田初美さん 

　このたび、永年の民生委員児童委員の活動に

対し、お二人の方が厚生労働大臣特別表彰を受

けられました。 

　お二人は、平成4年12月から平成19年11月

までの15年間、粕屋町民生委員児童委員として

地域福祉活動にご尽力いただきました。また、

任期中は粕屋町民生委員児童委員協議会副会長

としてご活躍されました。長期にわたる活動に

対し、深く感謝申し上げます。 

　

12
月
13
日
、
朝
日
区
の
宮

﨑
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　

宮
﨑
さ
ん
は
、
ご
家
族
と

一
緒
に
ご
自
宅
で
元
気
に
暮

ら
し
て
あ
り
ま
す
。 

　

１
０
０
歳
の
ご
長
寿
を
お

祝
い
し
て
、
篠
﨑
町
長
と
西

村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が

ご
自
宅
を
訪
問
し
「
１
０
０
歳

の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
言
葉
を
か
け

ら
れ
る
と
、
し
っ
か
り
と
し

た
口
調
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
長
生
き
し
て
よ

か
っ
た
。」
と
お
礼
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

百
歳 鶴寿のお祝い鶴寿のお祝い鶴寿のお祝い

朝日区の
宮﨑崎恵宮﨑崎恵さんさん
朝日区の
宮﨑崎恵さん
朝日区の
宮﨑崎恵さん
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【特別障害給付金とは】 
○国民年金の任意加入期間に加入しなかったことにより障害基礎年金などを受給して
いない障がい者の方に、｢特別障害給付金制度｣が平成17年４月に創設されました。 

○「特別障害給付金」は原則として、65歳に達する日の前日までに請求していただ
く必要がありますが、以下の経過措置が設けられておりますが、間もなく終了となりますので、請求漏れの
ないようお願いします。 

【経過措置】 

１　支給の対象となる方 
（１）平成３年３月以前に国民年金任意加入対象であった学生 
（２）昭和61年３月以前に国民年金任意加入対象であった被用者（厚生年金、共済組合などの加入者）の配偶
者であって、当時、任意加入していなかった期間内に初診日があり、現在、障害基礎年金１級、２級相当
の障害に該当する方。ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当された方。 

２　支給額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
障害基礎年金１級に該当する方：平成21年度の基本月額50,700円（２級の1.25倍） 
　　　　　　２級に該当する方：平成21年度の基本月額40,560円 
　　　※物価指数の変動と連動して毎年度見直されます。 
・支給額は、毎年度物価の変動に応じて改定されます。 
・給付金は、認定を受けた後、請求月の翌月分から支給されます。 
３　請求手続の窓口 
　請求の窓口は、粕屋町役場国保健康課年金係です。 

４　請求上の注意
○障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済年金などほかの障害を理由とする年金を受給することができる方
は対象になりません。
○ご本人の所得が基準を超えているときは、支給が全額又は半額、制限される場合があります。
○既に老齢年金、遺族年金、労災補償、恩給などを受給されている場合には、その受給額相当は支給されま
せん。また経過的福祉手当を受給されている方は、当該手当の受給資格は喪失します。

※請求漏れはありませんか。
特別障害給付金制度の
　　　経過措置終了のお知らせ

１　施行日（平成17年４月１日）において既に65歳になっている方。 
施行日において既に65歳以上である特定障害者の方は、経過措置として施行日から５年以内（平成
22年３月３１日まで）に請求をしてください。 

２　施行日（平成17年４月１日）後間もなく65歳になった方。 
施行日には65歳未満であって施行日から間もなく６５歳となった方は、下記の年齢に応じて一定の
期間請求を行える経過措置が設けられています。 

65歳到達日から5年以内に請求。 

   　　〃 　　　4年以内に請求。 

   　　〃 　　　3年以内に請求。 

   　　〃 　　　2年以内に請求。 

   　　〃 　　　1年以内に請求。 

昭和15年4月3日～昭和16年4月2日生まれ 
（平成17年度に65歳） 

昭和16年4月3日～昭和17年4月2日生まれ 
（平成18年度に65歳） 

昭和17年4月3日～昭和18年4月2日生まれ 
（平成19年度に65歳） 

昭和18年4月3日～昭和19年4月2日生まれ 
（平成20年度に65歳） 

昭和19年4月3日～昭和20年4月2日生まれ 
（平成21年度に65歳） 

●問い合わせ　粕屋町国保健康課年金係　☎（９３８）２３１１内線４４３・４４４ 
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こた

もち

No.69 

子ども会への「ＷＡＫＡＢＡ」派遣事業子ども会への「ＷＡＫＡＢＡ」派遣事業

「ＷＡＫＡＢＡ」派遣を受けて　　　　　　　　　　　　　駕輿丁区子ども会育成会「ＷＡＫＡＢＡ」派遣を受けて　　　　　　　　　　　　　駕輿丁区子ども会育成会「ＷＡＫＡＢＡ」派遣を受けて　　　　　　　　　　　　　駕輿丁区子ども会育成会

　分館子ども会への、粕屋町ジュニア・リーダ
ーズクラブ「ＷＡＫＡＢＡ」の派遣事業を行い
ました。 
　今回は、12月12日（土）に駕輿丁区子ども会、
12月13日（日）に大隈区子ども会のクリスマス
会への協力要請があり、駕輿丁区へは６名、大
隈区へは７名の会員を派遣しました。 
　初めての活動であり心配しておりましたが、
大人の心配をよそにレクリエーションやその他
の行動でも良きお兄さん、お姉さんとして活動
し子どもたちと一緒に楽しんでいました。 
　子ども会への「ＷＡＫＡＢＡ」派遣事業は、
子どもたちが中学生・高校生の先輩たちによる
子ども会行事のお手伝い、指導の姿を見ること

　今年の子ども会行事は、新型インフルエンザが流行したため多くの行事が中止となる中、平成
21年最後の行事であるクリスマス会に「ＷＡＫＡＢＡ」の派遣を要請し、協力していただきました。
初めてのことだったので子どもたちの反応が気に
なっていましたが、ジュニア・リーダーの指導に
より会も大変盛り上がり、子どもたちからは楽し
かったとの感想を聞いて大変感謝しております。
また、機会があればぜひ協力していただきたいで
す。「ＷＡＫＡＢＡ」の皆さん、ありがとうございま
した。 

「ＷＡＫＡＢＡ」が来た!!　　　　　　　　　　　　　　　　大隈区子ども会＆育成会「ＷＡＫＡＢＡ」が来た!!　　　　　　　　　　　　　　　　大隈区子ども会＆育成会「ＷＡＫＡＢＡ」が来た!!　　　　　　　　　　　　　　　　大隈区子ども会＆育成会
　大隈公民館でクリスマス会を開催したところ、参加者は子ども60名、保護者20名の総勢80名の
大行事となりました。当初は、飾りつけや「成績アップ祈願うどん」の昼食、ケーキづくりを計画
していましたが、ジュニア・リーダー派遣事業を聞き早速派遣要請を行いました。 
　当日は、ジュニアリーダーによるレクリエーション指導が行われ、彼ら自身が創意工夫したゲー
ムにはただびっくりするばかりでした。時間がたつにつれ子どもたちの目も輝き、今まで以上の一
体感につつまれました。 
　大人が「指導」という言葉のもとに子どもたちを抑え付ける昨今、地域の先輩であるジュニア・
リーダーが子ども社会の中でリーダーシップをとり、そしてそれに応える子どもたち、先輩をあこ

がれの目で追う視線には「自分もあんなふうになりたい」
といっているようにも見えました。 
　“地域の子どもは、地域で守り育てる”粕屋町の青少年育
成の一端をかいま見るような、最後は別れを惜しみながら
有意義な一日を過ごせていました。 
　機会があればまたこのような取り組みを実現したいと考
えています。 
　「ＷＡＫＡＢＡ」の皆さん、ありがとうございました。 

により、子ども会のリーダーが生まれ「子ども
の手による子ども会」が育っていくことを目的
とし、その中で各分館に中学生・高校生を対象
にしたジュニア・リーダーズクラブが組織され
ればと期待しております。 
　また、12月20日（日）には甲仲原区の餅つき
大会にも参加させていただきました。 
　今後も、ジュニア・リーダーの資質向上に努
め、子ども会行事への協力、地域行事への参加
を進めていきたいと思っております。 
　なお、派遣要請・詳細は、各分館育成会長を
通じ粕屋町子育連へお問い合わせください。 
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う 

  

ゆ
と
り 
い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》 

〜
体
育
活
動
〜

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
直
接
的
に
は

身
体
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
協
調

性
や
意
欲
な
ど
の
精
神
的
な
訓
練

と
な
り
、
健
全
な
心
身
を
培
う
活

動
で
す
。
ま
た
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
は

高
齢
者
の
健
康
維
持
、
障
が
い
者

の
機
能
訓
練
、
青
少
年
の
育
成
に

も
十
分
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
活
動
で
す
。

　

駕
与
丁
公
園
内
に
位
置
す
る
粕

屋
町
総
合
体
育
館
「
か
す
や
ド
ー

ム
」
に
は
大
規
模
な
大
会
や
イ
ベ

ン
ト
に
対
応
す
る
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
は
じ
め
、

最
新
の
マ
シ
ン
が
設
置
さ
れ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
武
道
場
、
全
天

候
型
温
水
プ
ー
ル
を
備
え
た
プ
ー

ル
ア
リ
ー
ナ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

広
報
か
す
や
で
も
毎
月
ご
案
内

し
て
い
る
よ
う
に
、
各
種
の
教
室

が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
の
方
ま
で
、
一
人
で
も
団
体
で

も
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
め
る

空
間
で
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
や
学
校
な
ど
に
お
い
て
は
、

体
育
指
導
委
員
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

普
及
し
た
り
町
民
の
体
力
測
定
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た

体
育
協
会
の
指
導
員
の
皆
さ
ん
方

は
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
粕
屋
町
で
は
、
誰

も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
場
と
機
会
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

〜
ど
う
ぞ
の
似
合
う
粕
屋
町
〜

　

生
活
の
空
き
時
間
を
見
つ
け
て

家
族
と
一
緒
に
町
内
を
散
策
し
、

健
康
を
拾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
時

間
に
余
裕
の
あ
る
方
は
、
子
ど
も

た
ち
の
登
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ

て
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
楽
し
ん
で

い
る
方
で
、
中
学
生
の
部
活
動
や

町
民
の
体
育
活
動
を
支
援
す
る
指

導
者
と
し
て
活
躍
し
て
み
た
い
と

思
わ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

　

12
月
5
日
（
土
）、
き
ら
め
き
コ

ン
サ
ー
ト
に
て
「
健
康
か
す
や
21
音

頭
」
を
歌
い
ま
し
た
。「
健
康
か
す
や

21
音
頭
」
は
、
粕
屋
町
民
音
頭
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
メ
ン
バ
ー
で
歌
詞
を
つ

け
た
替
え
歌
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
歌
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

健
康
か
す
や
21
音
頭 

作
詞
　
健
康
か
す
や
21
作
業
部
会 

さ　

ち 

さ　

ち 

さ　

ち 

さ　

ち 

１　

ハ
ア
ー　

食
事
バ
ラ
ン
ス　

大
切
で
す
よ 

　
　

野
菜
た
っ
ぷ
り
繊
維
質 

　
　

油
控
え
め　

理
想
の
体 

　
　

今
日
も
食
べ
す
ぎ
気
を
つ
け
て 

※

　

み
ん
な
生
き
生
き　

健
康
か
す
や 

　
　

幸
福
よ
未
来
よ
あ
り
が
と
う 

　
　

ホ
ン
に
粕
屋
は
健
康
た
い 

 

２　

ハ
ア
ー　

一
に
健
康　

減
塩
し
よ
う 

　
　

素
材
引
き
出
す　

薄
味
よ 

　
　

ダ
シ
は
い
り
こ
に　

昆
布
や
か
つ
お 

　
　

薄
味
慣
れ
れ
ば
母
の
味 

※

　

み
ん
な
生
き
生
き　

健
康
か
す
や 

　
　

幸
福
よ
未
来
よ
あ
り
が
と
う 

　
　

ホ
ン
に
粕
屋
は
健
康
た
い 

 

３　

ハ
ア
ー　

み
ん
な
一
緒
に　

運
動
し
よ
う 

　
　

今
日
も
元
気
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

　
　

毎
日
歩
い
て
明
る
い
笑
顔 

　
　

元
気
元
気
の
意
気
あ
が
る 

※

　

み
ん
な
生
き
生
き　

健
康
か
す
や 

　
　

幸
福
よ
未
来
よ
あ
り
が
と
う 

　
　

ホ
ン
に
粕
屋
は
健
康
た
い 
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５
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通 
信 

両親以外の大人の　　　
顔なじみの必要性

　粕屋町ファミリー・サポートセンター、まか

せて会員として活動を始めて一年半。活動回数

約50回、16名のお子さんをお預かりしました。

一緒に遊んだり、本を読んだり、お昼寝をさせ

たりと、育児をしていたころの再現のようです。

お預かりした時は、注意を払いながらも特別扱

いはせず、普段通りの生活をしています。 

　どんなに楽しく過ごしたお子さんでも、お母

さんがお迎えに来ると、一目散に近づいていき

ます。その時は「やっぱりお母さんが好きなん

だ」と実感します。しかし、そのお子さんの笑

顔とお母さんの「ありがとうございます」の一

言に、私も充実感があります。 

　活動は頻繁にあるわけではありません。また

自分の都合に合わせていただけるのも、大変助

かっています。ぜひ一人でも多くのまかせて会

員さんが増え、粕屋町の子育て支援ができるこ

とを願っています。 
まかせて会員H.M 

 

 

　子どもが生まれて、子育ての毎日を過ごす中

で一番不安に思うことは「私が体調を崩した

時」「急な用事のできた時」でした。主人は勤

務状況から頼ることができず、祖父母は近くに

いないためファミリー・サポートの制度を知っ

たときは「これだ!!」とすぐに利用の手続をし

ました。講習会を受けて一番印象に残ったこと

は「両親以外の大人の顔なじみの必要性」「地

域に根付いた子育て」ということでした。 

　幸い近くにおまかせ会員の方がいらして、今

まで3度預けましたが、いつも笑顔で温かく迎

えてくださり、本当に安心して預けることがで

きます。子どもも小さく時々なので、まだ子ど

も自身慣れるのに時間がかかるのかもしれませ

んが、近くの大好きなおじさん、おばさんのお

うちに喜んでいく日が目に浮かぶようで楽しみ

です。 
おねがい会員　J.S 

 

保育園以外にも      　
預かってくれる   　
人がいる安心感

　今年2月通院の際、子ども（1歳）を連れて行

けないので何度か預かっていただきました。一

時預かりをしている無認可保育園に預けるとい

う選択肢もありましたが、どちらも子どもにと

って初めての環境。それなら、無理やり集団の

中に入れるより、子どもをつきっきりで見てい

ただけて、病気をもらってくる心配がないファ

ミサポの方が良いと思いお願いしました。（料

金が安く設定されているのも魅力です。）初め

ての日は少し不安もありましたが、笑顔で迎え

ていただき、支援活動報告書には子どもの様子

が丁寧に記録されており、ファミサポに登録し

利用してよかったと実感しました。その後もお

願いするつもりでしたが、通院が頻繁なため、

兄の通う無認可保育園に入園し、お願いするこ

とがなくなってしまいました。しかし、保育園

以外でも預かってくれる方がいるという安心感

は、私にとってとても大きなものです。 

おねがい会員K.N 

 

　「おねがい会員」として子どもを預ける時、

「まかせて会員」さんときちんとお話する機会

をつくっていただいたので、安心して子どもを

預けることができました。またその時の「まか

せて会員」さんも、とても良い方で子どもも楽

しかった様子でした。 

　こういう支援があると、子どもを預ける所が

なく病院へ行けなかったり、自分の時間が持て

なかった女性にとってとても助かります。また、

ちゃんとした講習会をしていただけるので、お

互い安心してこの制度を利用することができる

と思います。 
おねがい会員K.Y 

お子さんの笑顔と
　　  「ありがとう」の
　　   一言に、私も充実感・・・

安心して  　　　　
　子どもを 　　　

預けられます

 

これまでのファミリー・サポート支援活動を通じ、それぞれの会員の
方から感想や体験談をお寄せいただきましたのでご紹介します。 
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　地球をおおっている大気中には、水蒸気や二酸化炭素・メタンガス・フロンガス

などが含まれています。これらは温室効果ガスと呼ばれ、二酸化炭素などは太陽

からの熱を吸収し逃がさない性質があります。これらが増えすぎると熱を地球に

封じ込めてしまい、地表の気温が上昇してしまいます。地球温暖化とは地球が温

められ、平均気温が上昇することをいいます。

　二酸化炭素は地球が誕生したときから存在していましたが、大気をはじめ大地

・海・河川・植物などにより吸収と放出をくり返し、地球全体でバランスが取れていました。ところが１８世紀以

降の産業や交通機関に一大革命が起こり、それ以来、人間は石炭や石油などのエネルギーを使い「大量生産、大

量消費、大量廃棄」をくり返してきました。その結果、快適で便利な暮らしを手に入れる一方で、豊かな自然を壊

し、二酸化炭素やフロンガスを大量に出すこととなりました。

　地球温暖化は、わたしたち人間がつくりだした環境問題です。人間の風邪にたとえれば、

地球温暖化はまだ微熱の段階かもしれません。しかし、地球を数か月や数年で治せるよ

うな特効薬もなく、少しでも早い「治療」と「予防」が必要です。

　一人一人が地球の環境問題を知り、「地球のＳＯＳ」に耳を傾けることがエコ活動への

第一歩です。そのためには、ごみの問題・大気の汚染・水の汚濁など身近な問題から考え

てみましょう。

［地球のＳＯＳ！･･･地球温暖化］［地球のＳＯＳ！･･･地球温暖化］［地球のＳＯＳ！･･･地球温暖化］

　エコファミリーとは、「ふくおかエコライフ応援サイト」又は、「ふくおかエコライフ応援book」（福岡県環境家

計簿）を参考に電気やガス、水道使用量の節減など省エネルギー・省資源に取り組んでいただく家庭です。

●応募対象　県内に在住する世帯

●参加方法　次のいずれかの方法でお申込みください。

　　　　　　（１）「ふくおかエコライフ応援サイト」を利用される方は、パソコン又は携帯サイトからお申込みく

ださい。（http://www.ecofukuoka.jp/）

　　　　　　（２）「ふくおかエコライフ応援book」を利用される方は、粕屋町環境課などに申込書がありますの

でご利用ください。なお、申込書には環境家計簿お試し版が付いています。また、申込みの際に、

「ふくおかエコライフ応援book」をお渡しいたします。

●取組内容　取組項目の内容により次の３段階から選べます。

　　　　　　※第１ステージから第３ステージまでのいずれかのステージ
をお選びいただき、選択したステージの各項目について結果
を提出していただきます。

●参加賞等　取組結果を提出いただいた世帯には、県より抽選で参加賞や

努力賞を進呈します。

●受付窓口　宗像・遠賀保健福祉環境事務所地域環境課

　　　　　　　☎0940-36-2045

　　　　　　福岡県環境部環境政策課　☎（643）3356

　　　　　　粕屋町環境課　☎（938）2311内線492・493

●問い合わせ　福岡県環境部環境政策課地球環境班　☎（643）3356

エコファミリーを募集します。 ～家庭からはじめる地球温暖化対策～エコファミリーを募集します。 ～家庭からはじめる地球温暖化対策～エコファミリーを募集します。 ～家庭からはじめる地球温暖化対策～

福岡県地球温暖化対策 
マスコットキャラクター「エコトン」 

ステージ

第１ステージ

第２ステージ

第３ステージ

電気使用量

電気使用量、ガス使用量、水道使用量

電気使用量、ガス使用量、水道使用量、ガソリン・軽油使用量、
灯油使用量、可燃ごみ排出量

取　　組　　項　　目 
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※電話番号を確認の上、お掛け 
　ください。 教室案内教室案内 

お知らせお知らせ 

★【初回のみの講習+トレーニング体験】 

　受講後、修了証カードを発行します。 

　   平日　  土日祝 
①11：00　11：00 
②13：00　14：00 
③15：00　17：00 
④19：00 
開始10分前までに体育館受付まで。体育館 
シューズ・ウェアが必要（ご利用は高校生以上～） 

★施設利用料 (2時間） 
・体育館（当日2時間）及び 
 トレーニング室 
　300円　一般 
　150円　高校生・65歳～ 
・プールアリーナ 
　400円　一般 
　300円　高校生 
　200円　小・中学生・65歳～ 
　100円　幼児 

トレーニング講習会 施設利用料 

施設 
利用料 
＋200円 水泳帽が 

必要 

　　 体育館（アリーナ） 
 
○みんなでピンポン　 水・木・金曜　14:00～（90分） 
　施設利用料のみ 
○みんなでテニス　 　　　　火曜　14:00～（90分） 
○ソフトバレーボール教室　 水曜　11:30～（90分） 
○バレーボール教室　 　　　木曜　13:00～（90分） 
　施設利用料＋200円 
　　（アリーナの都合で休講する場合があります） 
※体育館では体育館シューズが必要です。 

対象：大人 
　　（高校生以上の方） 

粕屋町総合体育館（かすやドーム） 
　粕屋町駕与丁3-2-1　☎９３９－５１３０ 

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…） 

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h 
　　　　　　　　　　  

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります 

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～１９：３０
　＊毎週月曜日（祝日除く）は休館日です。（祝日の場合の教室は全てお休み）

営
業
時
間 

http://www.kasuyadome－sc.jp/h 
 

各クラスの曜日や時間など 
教室詳細は館内チラシやWEBで 

○…休館日　その他は全て開館
▲…祝日営業日（教室は休み）

日 月 火 水 木 金 土 
1 
8 
15 
22 

5 
12 
19 
26 

6 
13 
20 
27 

 
7 
14 
21 
28 

2 
9 
16 
23 

4 
11 
18 
25 

3 
10 
17 
24 

　　 プールアリーナ 対象：大人 
　　（高校生以上の方） 

・施設利用料＋200円 
　●水中ウォーキング　火曜 13:00～（30分） 
　●はじめての水泳　   金曜 13:00～（30分） 
・施設利用料＋500円 
　●種目別スイムレッスン　火曜 13:00～、20:20～（40分） 
　●アクアビクス　　　　　水曜 13:30～（40分） 
※プールでは水着・水泳帽が必要です。 

こどもスポーツ 

ステージ制 

100円スポーツ（100スポ）　 17：00～18：00 
スポーツの出会いの場  100円でいつからでも参加できます。 
 
火…女子限定クラス（全学年） ：かけっこ・大縄 
水…全学年(男女）クラス ：かけっこ・大縄 
金…１年生限定クラス(1年生のみ) ：かけっこ・大縄 

2月は以下のメニューで行います。 

◎ステージ1，2，3も通常どおり行っています。 
　毎週火曜～金曜日　開催中 
　種目はハンドボール・フットサル・バレーボール 
　の３種目です（※アリーナの都合で休講する場合があります） 
※詳しい内容は館内チラシ、ホームページなどでご確認ください。 

参加方法 
※料金：1回１００円 
※参加に必要なもの…体育館シューズ・飲み物など 

※木曜日はお休みです 

軽体操室レッスン紹介 

＊教室の詳しい内容･時間は館内チラシ又は 
　ホームページなどでご確認ください。 

携帯からもアクセス可 

携帯からもアクセス可 

◎テニス教室　大人はじめてクラス［３月分］体育館受付にて申込み開始 

　　・水曜クラス:3回/2,250円　　2月17日(水)12:00～ 
　　・木曜クラス:4回/3,000円　　2月18日(木)12:00～ 
◎プールアリーナは温水プール　冬でも快適に泳げます。 

◎お得な定期券やレインボーパス　好評発売中　 

 

シルバープログラム 
青竹体操　のびのび体操　ウォーキング体操　イスで体操 

対象：大人 
（高校生以上の方） 

注：軽体操室でのフリープログラム・ショートプログラム・レギュラープログラムなど
の教室受講には、トレーニング修了証（初回講習会の受講）が必要です。 

※65歳未満の方は施設利用料＋200円にて受講可 

＊太文字・・・１月からの新教室になります 

65歳以上の方は施設利用料のみ 

フリープログラム（20分） 
ボールでリラックス　　引きしめお腹　　肩こり知らず 

施設利用料のみ 

レギュラープログラム（60分） 
ヨガ美人　リラクゼーションヨガ　ぽかぽかヨガ(2月限定) 
ピラティス入門　アクティブピラティス 

ショートプログラム（40分） 
はじめてのヨガ　ウォーキングエアロ　はじめてのエアロ 
バランスボール　シェイプアップエアロ　やさしいボール 
シェイプアップチューブ　ファイティングシェイプ　 
シェイプアップサーキット　シェイプアップボール　　 
ダンスエクササイズ 

施設利用料＋200円 

施設利用料＋500円 

【温水プールなのでいつでも快適に泳げます】 
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス　　◎2月1日(月)は休館日です。　
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで 

2月の催し物 
開催日 会場催 事 名  

6 
日 
(土) 

20 
日 
(土) 

13 
日 
(土) 

7 
日 
(日) 

7 
日 
(日) 

26 
日 
(金) 

24 
日 
(水) 

11 
日 
(木) 
・ 
(祝) 

21 
日 
(日) 
・ 
(祝) 

14 
日 
(日) 

21 
日 
(日) 

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する 
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。 

入場 
無料 

※催し物は変更・追加及び中止することが
　あります。あらかじめご了承ください。

・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

問い合わせ 

問い合わせ 

問い合わせ 

問い合わせ 

問い合わせ 

森の木子ども園
☎939-3151

開始 10：00
運動会 

3月の催し物 
開催日 会場催 事 名  

問い合わせ 

問い合わせ 

問い合わせ 

お知 
らせ 

2月21日(日)　11:00〜 

ピ ア ノ 絵 本 コ ン サ ー ト  

＜出演＞Little musicisti（小さな音楽家） 

〜音楽にのせて絵本の世界へ〜 

3月27日(土)　14:00〜 

＜出演＞お筝　さくら会 
満開の桜をバックに、お筝の調べをお楽しみください。

3月 7日(日)　さくらホール
すこやか春の文化祭 

2月20日(土)　多目的ホール

開演  11:00 

今回も皆さんをうっとりさせます。
たくさんのご来場をお待ちしております。
問い合わせ：福岡健康友の会事務局　☎651-1522 

舞台発表（さくらホール） 

10:30～ 
作品展示（多目的ホール・展示ホール） 

2月19･20･21日(金・土・日)　さくらホール
スタインウェイを弾こう 

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませんか。 
個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでの 
アンサンブル練習にもおすすめです。 

使用料:町内 ￥1,000/1時間　 
　　　 町外 ￥1,500/1時間 
　　　　　 　※(1人2時間まで) 

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会 
定員となりしだい、締切りとさせていただきます。 

なかよしみんなの音楽会

博多幼稚園 
☎681-1107

なかよしみんなの音楽会

ゆりの樹ミュージカル

吉塚ゆりの樹幼稚園
☎621-1055

スタインウェイを弾こう

博多中央幼稚園
☎681-3131

午前の部 10：00～　午後の部 13:00～

開場  9：30　開演 10：00

〜 

午前の部 10：00～　午後の部 13:00～

 サウスジャパン
ヨーヨーコンテスト

日本ヨーヨー連盟 
☎080-5339-5674

風楽舞公演

舞台発表 11：00～

献血

☎938-2311内線412・413

風楽舞(ふうらいぼう) 
☎090-2516-6851

10:00～17:00

粕屋町 住民福祉課 

～春風吹いたら風楽舞～
開場 13：00　開演 13：30

第4回
すこやか春の文化祭

作品展示 10：30～

入場料  ￥500

19 
日 
(金) 
 

作品展示会
10：00～

図書館ほんもの塾第３回
13：30～15：30

☎933-6741　角田

展
示
ホ
ー
ル 

3/20・3/21は、「立花杯」開催のため、テニスコートはご利用 
いただけません。ご利用予定のお客様は、ご注意ください。 

図書館ほんもの塾第３回
13：30～15：30 

演題「フィンランドの子供たちは、なぜ世界一の学力なのか」 
～確かな学力とは～ 

講師：福田 誠治 氏 
　　　都留文科大学文学部比較文化学科教授、副学長 

会費 ￥500 
主催　図書館10周年を祝う町民実行委員会 
後援　粕屋町教育委員会 
問い合わせ：本田 博司　☎938-0570 

第４回 
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No.116 

10：00～18：00（火・水・木・土・日） 
10：00～19：00（金曜日のみ）　 

開館 
時間 

粕屋町立図書館　☎939－4646  
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/ 
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html 

問 い合わせ 
HPアドレス 
携帯版ＨＰアドレス 

振替休館日 

休 館 

休 館 

休 館 

蔵書点検 

日 月 火 水 木 金 土 

２ が  つ  は、休館日です。 

3 

10 

17 

24 

 

4 

11 

18 

25 

5 

12 

19 

26 

 

6 

13 

20 

27 

 

 

7 

14 

21 

28 

2 

9 

16 

23 

 

1 

8 

15 

22 

 

蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 

蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 

蔵書点検 蔵書点検 

図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけ
を入れてください。ビデオ・ＤＶＤ・カセットテープ・ＣＤ
は、破損の原因になりますのでブックポストに入れる
ことはできません。ご理解とご協力をお願いいたします。 

「スプリング̶春へ」 

　２月１６日（火）から２５日（木）まで蔵書点検のため休館いたします。　
　＊１５日（月）は、休館日です。２６日（金）から通常どおり開館いたします。
　期間中の本の返却は、ブックポストをご利用ください。ＡＶ資料（ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤなど）は、
　破損する恐れがありますので、２６日以降、カウンターへお返しください。

２月は特別整理期間（蔵書点検）の月です。

　図書館では年に一度、図書館のすべての資料を点検する作業を全職員で行っています。
　館内にあるすべての資料のバーコードをスキャナで読み込み、貸出されていない資料と照合す
ることによって貸出中ではなく、館内にもない資料＜不明資料＞をリストアップします。すべて
の資料を、あるべき場所に配置するために棚の整理を丁寧に行います。館内をくまなく探しても
見つからない資料の一覧は、後日館内に掲示してお知らせします。貸出し手続を忘れて持ち帰ら
れた資料がありましたら、図書館までお返しください。
　その他、館内の点検・清掃、資料の修理、書架の整理・配置の変更なども行います。より使い
やすい図書館にするために必要な作業です。皆さまには、ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。

　子どもの本や読み聞かせに興味のある方、保育士や
司書を目指している方など、ぜひご参加ください。
講　師　富原　美智子さん
日　時　３月７日（日）午後２時～午後３時30分
場　所　図書館２階視聴覚室
対　象　中学生以上
定　員　４０名（申込み２月９日（火）から先着順）
＊託児あり（１０か月以上の未就学児定員１５名）

あかちゃん向け　５日（金曜日）　午前１１時～ 
ちいさい子向け　２６日（金曜日）　午前１１時～ 
おおきい子向け　６日、１３日、２７日（土曜日） 
　　　　　　　　午前１１時～ 
小学生向け　　　７日（日曜日）　午後３時～ 
●場　所　図書館おはなしの部屋 

　イラン・イラク戦争の最中、軍隊に占
領されたボスタンから逃れてきた少年ハ
メドと彼のめんどうを見ることになった
森番の老人。両親が残る故郷を思い沈み
がちなハメドだが徐々に森での生活に慣
れ、老人と心を通わせていく・・・ 

日　時　２月１３日（土）午後２時から 
場　所　図書館２階視聴覚室 

毎月23日は、粕屋町読書の日です。 
この機会にテレビを消して 
読書に親しむ習慣づくりをしましょう。 

１９８６年　イラン映画　８６分 

蔵書点検とは・・・ 

“たのしい絵本の世界̶やさしい声を子どもの心に̶”

今月のおはなし会 

監　督　アボルファズル・ジャリリ 
出　演　メヘディ・アサディ 
　　　　ヘダヤトラ・ナビドほか 
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参加資格　　町民・町内勤務者であれば、家族・仲間・友達など編成はフリーです。
　　　　　　①シャフルボード
　　　　　　　小学５年生以上で１チーム（２名以上４名まで）男女不問。
　　　　　　②スカットボール
　　　　　　　小学生以上で１チーム（２名以上５名まで）男女不問。
　　　　　　　ただし、４年生以下は、保護者同伴のこと。
　　　　　　動きやすい服装で、室内用運動靴を持参してください。
申込み方法　役場社会教育課に申込書を提出してください。（FAX可）
　　　　　　申込用紙は社会教育課にあります。また、役場ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　　所定の用紙以外で申込む場合は、チーム名・代表者（氏名、住所、電話番号）・参加選手の

氏名・年齢（小中学生は学年）・性別・チームの関係を明記してください。
　　　　　　※電話での申込みはできません。
締切り日　２月19日（金）

主催／粕屋町教育委員会　　主管／粕屋町体育指導委員会

健康づくりはスポーツから 
私たちが応援します。 

粕屋町体育指導委員会　広報部  No.30 

第３回粕屋町軽スポーツ大会　開催します！参加チーム募集！ 

①シャフルボード

日 時　３月７日（日） 
　　　　　９：００ 受付 
　　　　　９：１５ 開会式　（正午終了予定） 
会 場　かすやドーム メインアリーナ 
種 目　①シャフルボード　②スカットボール 

はじめてでもやさしいルールですぐ楽しめる！

■問い合わせ　粕屋町教育委員会　社会教育課　☎(938)1410・FAX(938)5601 

生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも

　細長い棒（キュー）で、円盤（ディスク）をコートの
反対側にある三角形の得点エリアに交互にシュート
し、得点を競いあいます。また、得点エリアにある相
手方の円盤をはじき出したり、相手のシュートコー
スにわざと円盤を置き得点を阻んだりと、キューを
使ったカーリングのようなものです。
　最後に合計得点の多いチームが勝ちとなります。
　適度な運動量が得られ、頭脳プレーが大きく勝敗
を左右することから、男女差がなく世代を超えて楽
しめます。

②スカットボール
　スティックでボールを打ってスカット台の得点穴
に入れて点数を競う競技です。得点の高い穴をねら
い、赤玉・白玉交互に行います。さらにボール５個す
べてが穴に入った場合は、パーフェクトチャンスと
してさらに１回分（ボール５個）を打つことができ、
得点に加算されます。
最後に合計得点の多
いチームが勝ちとな
ります。
　ルールが簡単で、初
心者でも誰とでも、年
齢を問わず楽しめま
す。
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は
ぐ
く 

● ●

糟
屋
地
区
青
年
の
つ
ど
い 

２月の行事予定 

　

12
月
５
日
（
土
）、
ク
リ
エ
イ
ト

篠
栗
に
て
糟
屋
地
区
の
青
年
団
を
中

心
と
し
た
若
者
が
集
い
、
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
キ
ン
グ
の
講
習
会
を
受
け
ま
し

た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
と
は
、

ア
イ
ス
（
氷
）
が
徐
々
に
溶
け
る
よ

う
に
人
と
打
ち
解
け
る
た
め
の
手
段

の
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
の
が
目
的
で
す
。
人
と
打
ち

新
入
団
員
募
集

新
入
団
員
募
集

新
入
団
員
募
集

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に

在
住
の
18
歳
〜
24
歳
ま
で
の
方

（
男
女
問
わ
ず
）
な
ら
誰
で
も
入

団
で
き
ま
す
。
青
年
団
活
動
を

通
し
て
社
会
へ
の
順
応
性
、
集

団
で
の
協
調
性
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
行
事
の
ス
タ
ッ

フ
、
お
手
伝
い
を
し
て
町
に
貢

献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
、
新

し
い
仲
間
の
輪
や
友
情
、
集
団

で
の
協
調
性
を
育
む
、
元
気
な

若
者
の
と
て
も
楽
し
い
団
体
で

す
。

　

青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も

興
味
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

k
a
s
u
y
a
s
e
in
e
n
@
y
a
h
o
o
.

c
o
.jp

手作り教室 
12月5日(土) 10：00～　サンレイクかすや 

　「色紙づくり・無病息災」山田しかえ先生
のご指導で、色紙に６色（ブルー、紫、黄、
茶、ピンク、緑）の水彩絵の具を使い、子孫
繁栄の縁起物として古くから親しまれている
六つのひょうたんを描きました。久々に絵筆
を取り楽しいひと時でした。24名参加。 

あいさつ運動 
12月15日(火) 7：50～　各小中学校 

　寒さを吹き飛ばして元気にあいさつ！ 

独り暮らし高齢者弁当作り 
12月17日(木) 8：30～　サンレイクかすや 

粕屋町婦人会へのお誘い 
粕屋町にお住まいの婦人の皆さま 

私たちと一緒に可能性を託しましょう。 
 

詳しくはこちらへ 
☎939-2039　会長　森まで 

女性のつどい
　　10:00～　 サンレイクかすや
あいさつ運動
　　7:50～　　各小中学校
独り暮らし高齢者弁当作り
　　8:30～　　サンレイクかすや
郡活動発表会
　　　　　　　 しーず宇美

2月13日（土）

2月15日（月）

2月18日（木）

2月27日（土）

解
け
る
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

笑
顔
で
い
る
こ
と
で
す
。
初
対
面
の

人
と
仲
良
く
な
る
方
法
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。 
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さ 

  　
　
　
　
　
　
　

は
し 

部　

の　

紹　

介 

粕
屋
カ
ラ
オ
ケ
夢
の
会

陶
芸
B

水
彩
画
教
室

か
ら
は
カ
ラ
オ
ケ
２
教
室
、
日
舞
２

教
室
、
３
B
健
康
体
操
が
出
演
、
客

席
か
ら
盛
大
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　

種
目
は
、
詩
吟
・
剣
舞
・
社
交
ダ

ン
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
津
軽
三
味
線

な
ど
、
観
客
を
魅
了
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
ス
テ
ー
ジ
で
の
熱
演
は
心
を
奮

わ
せ
、
拍
手
の
嵐
が
起
き
て
い
ま
し

た
。 

　

今
回
は
、
会
場
が
宗
像
そ
し
て
出

演
者
、
応
援
者
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
参
加

い
た
し
ま
し
た
。 

    　

一
年
は
、
早
い
も
の
で
設
立
か
ら

も
う
12
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
の
夢
の
会
は
、
歌
を
通
し

て
み
ん
な
で
楽
し
く
、
年
間
12
曲
以

上
の
新
曲
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 
No.217 

　

一
年
に
一
度
、
９
月
に
行
わ
れ
る

発
表
会
は
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い

程
の
楽
し
さ
で
す
。
遠
く
の
町
か
ら

も
大
勢
の
歌
仲
間
が
集
ま
っ
て
来
て

心
に
残
る
発
表
会
に
な
り
ま
す
。 

　

新
し
い
年
に
、
明
る
い
笑
顔
で
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
夢
の
会
は
、

今
年
も
頑
張
り
ま
す
。 

　

ど
う
ぞ
一
度
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
練
習
日　

第
１
・
第
３
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

●
練
習
場
所　

長
者
原
中
区
公
民
館 

●
連

絡

先　

阿

部

晴

美
☎

（
９
３
８
）
０
５
９
６ 

   　

二
方
向
に
開
か
れ
た
大
き
な
ガ
ラ

ス
窓
の
あ
る
陶
芸
教
室
、
明
る
い
陽

ざ
し
が
隅
々
ま
で
射
し
込
む
中
、
今

日
も
せ
っ
せ
と
創
作
に
励
ん
で
い
ま

す
。
小
さ
な
も
の
は
、
ペ
ン
ダ
ン
ト

ト
ッ
プ
や
箸
置
き
、
大
き
な
も
の
は

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
や
傘
立
て
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。
主
に
手
ね
じ
り
を
中
心
に

作
っ
て
い
ま
す
。 

　

光
安
逸
子
先
生
の
指
導
の
下
、
そ

れ
ぞ
れ
思
い
お
も
い
の
作
品
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　

家
庭
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
こ
と
は

し
ば
し
忘
れ
て
、
一
所
懸
命
手
や
口

第
17
回
福
岡
１
ブ
ロ
ッ
ク 

芸
術
文
化
の
つ
ど
い 

を
動
か
し
、
笑
い
声
を
響
か
せ
な
が

ら
、
月
に
二
回
、
三
時
間
余
り
の
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
少
々
形
の

い
び
つ
な
お
茶
わ
ん
（
私
の
作
品
）

で
も
ご
飯
を
盛
れ
ば
お
い
し
い
し
、

普
段
の
お
か
ず
も
自
作
の
器
に
盛
れ

ば
、
我
が
家
で
料
亭
の
味
わ
い…

ち

ょ
っ
と
お
お
げ
さ
か
し
ら
。
何
し
ろ

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
も
の
が
、
少

し
ず
つ
生
活
の
中
に
増
え
て
い
く
う

れ
し
さ
は
格
別
で
す
。 

　

ガ
ラ
ス
窓
か
ら
見
え
る
小
さ
な
バ

ラ
園
、
鈍
色
の
11
月
の
空
の
下
、
い

ま
だ
薄
桃
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
を
留
め

た
花
々
に
目
を
休
ま
せ
な
が
ら
、
さ

て
次
は
何
を
作
ろ
う
か
な
？
楽
し
い

思
案
の
ひ
と
と
き
で
す
。 

上
原
康
世 

  　

12
月
の
水
彩
画
教
室
作
品
展
に
は
、

各
方
面
の
方
々
の
御
支
援
を
受
け
、

延
べ
３
０
０
人
の
皆
さ
ま
の
御
来
場

を
い
た
だ
き
、
成
功
裡
に
終
わ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

大
小
約
60
点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
熱
心
に
ご
高
覧
い

た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
激
励
を
バ
ネ
に

更
に
上
達
に
励
み
た
い
と
思
い
を
新

た
に
し
た
次
第
で
す
。
本
紙
面
を
お

借
り
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

※

新
入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
教
室
を
訪
ね
て
来
て
く

だ
さ
い
。 

●
練
習
日　

毎
月
第
１
・
第
２
・
第

３
火
曜
日 

●
練
習
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

●
問
い
合
わ
せ　

安
河
内
孝
哉 

　

☎（
９
３
８
）
３
４
９
９ 

　

昨
年
の
12
月
６
日
（
日
）、
宗
像

ユ
リ
ッ
ク
ス
で
福
岡
１
ブ
ロ
ッ
ク

（
宗
像
市
、
福
津
市
、
古
賀
市
及
び

糟
屋
地
区
７
町
）
の
芸
文
の
つ
ど
い

が
多
数
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、「
よ
う
こ
そ　

神
の

郷　

む
な
か
た
へ
」
と
題
し
た
太
鼓
、

日
舞
、
民
謡
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
・
・

な
ど
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
す
ば
ら

し
い
演
舞
が
あ
り
開
幕
し
ま
し
た
。

　

各
文
化
協
会
、
30
分
の
持
ち
時
間

で
代
表
教
室
の
芸
を
披
露
、
粕
屋
町

●部、会員登録 
　日時　２月23日（火）、26日（金）午後１時～午後４時 
　場所　サンレイクかすや第１会議室 
●４月芸術祭　舞台関係　出演申込書締切日も同上です。 
●総会　４月17日（土）午前10時～ 
●芸術祭　４月24日（土）～ 25日（日） 
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No.110 

い 

　

12
月
５
日
（
土
）、
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
午
前
中
は
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
３
名
の
講
演
、

午
後
か
ら
は
、
作
業
療
法
士
徳
重

義
和
氏
に
よ
る
介
護
実
技
演
習
を

受
け
ま
し
た
。
実
技
演
習
で
は
、

手
足
に
重
り
を
、
目
に
は
ゴ
ー
グ

ル
を
付
け
高
齢
者
体
験
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
思
う
よ
う
に
は
体
が

動
か
ず
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
３
人
１
組
に
な
り
、
起

居
・
移
動
動
作
・
介
助
方
法
や
注

意
点
な
ど
を
介
護
す
る
人
、
さ
れ

る
人
に
な
り
実
技
演
習
で
す
。
こ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

「
介
護
セ
ミ
ナ
ー
」
に 

参
加
し
て 

　

12
月
12
日
（
土
）、
午
前
10
時

か
ら
「
三
つ
葉
の
里
」
で
開
か
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
、
ぱ
ー
る
会

が
招
待
を
受
け
て
４
名
が
出
席
し

ま
し
た
。 

　

松
ぽ
っ
く
り
を
使
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
、
仲
間
と
一
緒
に

作
り
ま
し
た
。
彩
り
の
鮮
や
か
な

モ
ー
ル
、
キ
ラ
キ
ラ
ビ
ー
ズ
な
ど

で
思
い
思
い
に
飾
り
付
け
を
し
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
仲
間
た
ち
が
笑
顔
い
っ
ぱ

い
に
作
り
上
げ
た
松
ぽ
っ
く
り
ツ

リ
ー
が
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並

三
つ
葉
の
里
の 

　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
会 

べ
ら
れ
る
と
、
そ
こ
は
す
っ
か
り

ク
リ
ス
マ
ス
の
世
界
で
し
た
。 

　

作
業
の
後
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し

て
、
順
番
に
く
じ
を
引
い
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
い
る
仲
間
た

ち
は
み
ん
な
大
変
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
絵
が
壁
に
、

窓
の
そ
ば
に
は
小
振
り
な
ツ
リ
ー

も
飾
り
付
け
ら
れ
て
い
る
部
屋
で
、

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
ジ
ュ
ー
ス
と

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ
き
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

毎
月
訪
れ
て
い
る
三
つ
葉
の
里

で
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
く
こ
と
を
心
に
決
め
、
別
れ
の

握
手
を
し
て
、
仲
間
た
ち
の
手
づ

ボランティア
活動ができる
方・したい方

募 
集 

　ボランティアセンターには、
多種多様なボランティアの依
頼があります。
　趣味と特技を活かせる場の
一つとして、活動しませんか。
まずは自分の余暇の過ごし方
の方法として無理せず、都合
の良い時に活動する個人ボラ
ンティアさんを募集していま
す。お気軽にご相談ください。
●問い合わせ・申込み
　かすやボランティアセンター
　☎（９３８）８８３５

つ
を
知
る
こ
と
で
両
者
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
介
助
方
法
を
学
べ
た

こ
と
は
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
し
、
多
く
の
人
に
介
護
の

大
変
さ
を
少
し
で
も
軽
減
出
来
る

方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

斉
藤
美
代
子 

く
り
の
カ
ー
ド
を
お
土
産
に
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。     

《
ぱ
ー
る
会　

森　

玲
子
》 
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12 

月 

の 

行 

事 

２月の行事予定

■
12
月
定
例
理
事
会

12
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
平
成
21
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
企
画
の
い
く
つ
か
の

行
事
が
中
止
さ
れ
、
町
民
参
加

の
行
事
も
い
く
つ
か
取
り
や
め

ら
れ
、
大
変
寂
し
く
物
足
り
な

い
年
で
し
た
。
年
末
に
あ
た
り
、

後
藤
老
ク
連
会
長
よ
り
、「
会

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
長
者
原
上
区
・
河
野
会
長
よ
り
、

区
の
活
動
が
「
全
老
連
」
機
関

誌
に
掲
載
さ
れ
た
い
き
さ
つ
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

■「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
」

　

推
進
研
修
会

12
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

　

粕
屋
町
老
ク
連
山
田
六
夫
総
務

部
長
（
長
者
原
中
区
）、
江
頭
一
成

保
険
体
育
部
長
（
甲
仲
原
区
）
２

名
が
、
福
岡
県
老
ク
連
主
催
の

「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
」
推
進
研

修
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
９
０
名
の
参
加
者
で

し
た
。
ま
ず
、
山
崎
吉
春
福
岡
県

老
ク
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
、
三
好
与
四
郎
事
務
局
長
の

講
演
「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
に

つ
い
て
」「
地
域
に
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
示
さ
れ
、
推
進
方

法
と
し
て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
で
、

組
織
的
、
継
続
的
に
学
習
・
実
践

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
推
進
す

る
よ
う
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
村
浩
司
県
社
会
福

祉
士
か
ら
「
高
齢
者
の
心
の
健
康

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
午
前
の
部
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
森
山
瑛
子
福
岡

大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
非
常
勤
講

師
よ
り
、
全
員
に
よ
る
有
酸
素
運

動
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
と
筋
肉
調

整
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）
の
実
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
の
運
動
強
度
は
、

「
ニ
コ
ニ
コ
と
、
お
話
が
出
来
る

程
度
で
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昇
地
三
郎
さ
ん
１
０

３
歳
の
元
気
を
目
標
に
、
体
力
作

り
に
努
め
、
健
康
作
り
の
輪
を
広

げ
よ
う
と
、
激
励
を
受
け
て
全
て

の
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
粕
屋
町
老
ク
連
総
務
部
長　
　

　
　
　
　
　
　

  

山
田
六
夫　

記
）

2日(火) 
 
 

19日(金) 

２月定例理事会 
10：00　粕屋町福祉センター 

 

第３回高齢者学級 

10：00　粕屋町福祉センター 

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
願
い 

宅
内
漏
水
の
確
認
に
つ
い
て 

粕
屋
町
内
水
道
工
事
指
定
業
者
一
覧

㈲ 

前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱ 

尾
畑
建
設 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

長
設
備
工
業　

☎(

９
３
８)

７
１
３
５

㈱ 

倉
田　
　

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱　

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

　

右
記
以
外
に
も
、指
定
工
事
店
が

あ
り
ま
す
の
で
、粕
屋
町
上
下
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
４
・

４
５
６

漏
水
確
認
方
法

　

蛇
口
を
全
部
し
め
て
メ
ー
タ
ー
の

銀
色
の
コ
マ
が
回
っ
て
い
れ
ば
、漏

水
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
状
況
が
変
わ
ら
な
い
の
に
検

針
票
の
使
用
量
が
普
段
よ
り
多
い
場

合
は
、漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
は
、そ
の
ま
ま
水
道
料
金
に

加
算
さ
れ
ま
す
。メ
ー
タ
ー
を
見
て

い
た
だ
き
、早
急
に
粕
屋
町
指
定
工

事
店
に
修
理
を
依
頼
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、水
道
設
備
の
修
繕
は
、粕
屋

町
水
道
工
事
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

この銀色のコマを見てください。 
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で 

No.71 い 

税
務
相
談
開
催
案
内 

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
期
限
は
、
３
月
15
日

（
月
）
ま
で
、
消
費
税
確
定
申
告
の

受
付
期
限
は
、
３
月
31
日
（
水
）

ま
で
で
す
。 

●
日
時　

２
月
16
日
（
火
）
か
ら

　

３
月
19
日
（
金
）
ま
で
の
月
曜

　

日
か
ら
金
曜
日
ま
で 

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会 

●
専
門
相
談
員　

税
理
士 

●
予
約　

粕
屋
町
商
工
会 

※

日
時
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
事
前
予
約
を
お
願

　

い
い
た
し
ま
す
。 

※
相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。 

    　

本
制
度
は
、
信
用
保
証
協
会
に

よ
る
返
済
負
担
軽
減
支
援
を
受
け
、

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
返
済
条
件

の
見
直
し
を
容
易
に
行
い
、
中
小

企
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。 

●
対
象　

原
則
、
公
的
金
融
機
関

（
日
本
公
庫
、
商
工
中
金
、
信

用
保
証
協
会
）
を
現
在
利
用
し

て
い
な
い
中
小
企
業
者 

●
制
度
概
要 

①
保
証
割
合　

40
％ 

②
保
証
期
間 

　
　
　
　

延
長
含
め
最
長
３
年 

③
保
証
料　

２
・
２
％ 

④
保
証
限
度
額 

　
　
　
　
　
　

２
億
８
千
万
円 

⑤
手
続
期
限 

　
　
　

 

３
月
31
日
（
水
）
ま
で 

●
問
い
合
わ
せ 

　

福
岡
県
信
用
保
証
協
会 

　
　
　

☎（
４
１
５
）
２
６
０
０ 

　

粕
屋
町
商
工
会 

    　

地
域
経
済
が
自
立
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
密
着

し
た
農
林
水
産
業
や
中
小
企
業
者

の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
お

互
い
が
有
機
的
に
連
携
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
有
す
る
経
営
資
源
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

農
商
工
連
携
は
、
新
た
な
連
携
を

支
援
促
進
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
て
、
そ
の
仕
組
み
や
認
定
事

例
を
紹
介
し
、
新
た
な
連
携
へ
の

足
が
か
り
を
提
供
し
ま
す
。 

●
期
日
・
テ
ー
マ 

　

２
月
９
日(

火) 

　
　
「
商
品
開
発
に
向
け
た
連
携

　
　

の
進
め
方
」　 

　

２
月
17
日(

水) 

　
　
「
食
品
づ
く
り
の
経
営
・
営

　
　

業
戦
略
」 

　

両
日
と
も
午
後
６
時
30
分
〜
午

　

後
９
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

●
対
象　

商
工
業
者
・
農
業
経
営

　

者
、
農
業
団
体
役
職
員
な
ど 

●
講
師 

 

　

地
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス　

篠
田
事

　

務
所
代
表　

篠
田
昌
人 

氏 

●
参
加
費 

　

一
人　

１
、
０
０
０
円 

●
申
込
み　

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
又
は
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。 

 

『
条
件
変
更
対
応
保
証
制
度
』

で
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り

を
支
援
し
ま
す

農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー 

『
地
域
資
源
を
活
か
し
た
食 

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
』
開
催 

の
お
知
ら
せ 

※このコーナーについての問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会事務局まで☎938-2311（内線 234） 担当：中山 

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs 

　昨年10月に開催しました第9 回
YOSAKOIかすや祭りをテーマに応募
された数々の作品の中から、次の作品
が入賞いたしました。今回もすばらし
い作品ばかりで、すべての受賞作品が
決定するまでかなり時間がかかりまし
た。たくさんのご応募をいただき、ほ
んとうにありがとうございました。 

第９回YOSAKOIかすや祭り
フォトコンテスト
入賞作品発表

第９回YOSAKOIかすや祭り
フォトコンテスト
入賞作品発表

第９回YOSAKOIかすや祭り
フォトコンテスト
入賞作品発表

最優秀賞 

特 別 賞  

優 秀 賞  

優 秀 賞  

優 秀 賞  

飛翔 

かすやの龍 

艶舞 

「さあ」ーみんなと踊るー 

Vサイン 

大西 敏弘 様 

田原 幸作 様 

宇戸 　淳 様 

宇戸 　淳 様 

原田 圭一 様 
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救急出場件数     

   志免町　　　宇美町　　　須恵町　　　粕屋町　　　篠栗町　　　久山町　　　合　計 
平成21年中        
前 年 比 較  

   志免町　　　宇美町　　　須恵町　　　粕屋町　　　篠栗町　　　久山町　　　合　計 
平成21年中        
前 年 比 較    

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
が
多
く
、
小
さ
な
火
で
も
大
き

く
燃
え
広
が
る
な
ど
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
条
件
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
に
、
３
つ
の
習
慣
・

４
つ
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

日
夜
住
民
を
災
害
か
ら
守
っ
て
い

る
消
防
職
員
、
消
防
団
員
が
災
害
現

場
で
体
験
し
た
こ
と
、
消
防
と
地
域

社
会
と
の
か
か
わ
り
、
消
防
の
将
来

像
な
ど
、「
消
防
防
災
に
関
す
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
発
表
し
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
命
が
け
で
活
動
し
て

い
る
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
が
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
、
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
14
日
（
日
）
午
前
９

　

時
30
分
〜

●
会
場　

志
免
町
民
セ
ン
タ
ー

　

糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
1
丁
目

　

１
ー
１

●
発
表
者　

消
防
職
員
６
名
・
消
防

　

団
員
２
名

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

入
場
は
無
料
で
す
。
た
く
さ
ん
の

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

　

お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総

　

務
課　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
８

※
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
町
内
全

域
に
わ
た
り
消
防
署
・
消
防
団
で
は
、

防
火
を
呼
び
か
け
る
巡
回
広
報
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
午
前
７
時
と
午
後

９
時
に
サ
イ
レ
ン
を
１
回
鳴
ら
し
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
春
の
火
災
予
防
運
動
実
施 

　
　
　

3
月
1
日
（
月
）〜
7
日
（
日
） 

　昨年11月末における住宅用火災警報器の普及率は、福岡県全体で約５５％、 
粕屋南部消防組合消防本部管内（志免町、宇美町、須恵町、粕屋町、篠栗町、久山町）
でもほぼ同率です。まだ、設置がお済でない住宅については、早急に設置しましょう。 

　消防法令などの改正により、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
（福岡県内においては平成２１年６月１日から） 
 

火災発生件数     

統一標語 

﹃
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
﹄ 

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器などを設置する。
●寝具や衣類からの火災を防ぐため
に、防炎製品を使用する。
●炎が小さいうちに火を消すために、
住宅用消火器などを設置する。

●お年寄りや身体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制を
つくる。

●寝たばこは、絶対やめる。
●ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する。
●ガスこんろなどのそばを離れる時
は、必ず火を消す。

３つの習慣 

４つの対策 

住宅用火災警報器の設置はお済ですか。 
～家庭内での火災を警報ブザーや音声などで知らせます～ 

平成21年中における火災、救急状況（粕屋南部消防組合消防本部管内）

※　消防本部管外に出場した件数は含まれておりません。 

消
防
職
員
の
主
張

第
31
回
消
防
職
員
意
見
発
表
会 

を
開
催
し
ま
す
。 

14
－1

7
0

8
0

11
＋1

7
＋1

6
＋4

53
＋5

1,799
－37

1,270
＋49

847
＋15

1,411
－25

935
＋61

342
0

6,604
＋63
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　毎日の食事は、健康づくりの基本です。

　食生活改善推進会（食進会）は、食生活を通してご自身やご

家族の健康問題を地域で考える活動をしています。また、食

進会は、全国的な組織で、ヘルスメイトという愛称で親しまれ

ています。粕屋町の食進会には約50名の会員さんがいます。

活動内容は、2か月に1度の定例会・健康づくりのための講習

会（講義と調理実習）・独り暮らしの高齢者のお弁当づくり・

減塩みそ汁の試食づくり・親子料理教室の補助・地区活動な

どです。

　会員になるには、食生活改善推進教室（毎月第４火曜日、年

10回、受講料無料）で講習を受けていただきます。教室の詳し

い日程は、次号でお知らせいたしますので関心のある方は、

ぜひお問い合わせください。

粕屋町食生活改善推進会事務局（粕屋町健康センター内）

☎（938）2311  内線525

＜試食の例＞ 

こんにちは、粕屋町食生活改善推進会（食進会）です。

こんにちは、粕屋町食生活改善推進会（食進会）です。

こんにちは、粕屋町食生活改善推進会（食進会）です。

　

平
安
時
代
に
起
源
を
持
ち
、
江
戸

時
代
に
一
般
定
着
し
た
ひ
な
ま
つ
り
。

そ
の
歴
史
的
背
景
や
各
地
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
ひ
な
ま
つ
り
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
折
り
紙
や
布
を
使
い
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
「
ひ
な

人
形
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
開
催
期
間　

２
月
26
日
（
金
）
か

ら
３
月
22
日
（
月
・
振
替
休
日
）

ま
で

●
開
催
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

　
（
な
お
、
３
月
１
日
・
８
日
・
15

日
は
休
館
日
で
す
）

●
開
催
場
所　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料

館　

展
示
室

●
開
催
日
時　

２
月
27
日
（
土
）

●
内
容
と
時
間

☆
子
ど
も
の
部
（
５
歳
か
ら
小
学
生
ま

で
）
折
り
紙
な
ど
を
使
っ
た
「
ひ
な

人
形
」
づ
く
り

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

持
参
す
る
も
の　

の
り
・
は
さ
み
・

え
ん
ぴ
つ
・
定
規
な
ど
の
筆
記
用
具

☆
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　

布
を
使
っ
た
「
ひ
な
人
形
」
づ
く
り

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で

　

持
参
す
る
も
の　

裁
縫
道
具

●
開
催
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
階

視
聴
覚
室

●
募
集
定
員

☆
子
ど
も
の
部　

30
名

　

参
加
費
無
料
、
小
学
２
年
生
以
下
の

参
加
者
に
つ
き
ま
し
て
は
保
護
者
同

伴
☆
一
般
の
部　

30
名

春
季
企
画

﹁
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
﹂

﹁
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
﹂

参
加
者
募
集

　

材
料
費
と
し
て
１ 

０
０
０
円
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
先
着
順
で
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
募
集
期
間
・
申
込
み
方
法

　

２
月
２
日
（
火
）
か
ら
２
月
25
日

（
木
）
ま
で
粕
屋
町
立
歴
史
資
料

館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話

で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
立
歴
史
資

料
館　

☎（
９
３
９
）
２
９
８
４

﹁
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
﹂

﹁
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
﹂
開
催

春
季 

　

企
画 
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会社・法人登記事務の取扱いが変わります。会社・法人登記事務の取扱いが変わります。会社・法人登記事務の取扱いが変わります。会社・法人登記事務の取扱いが変わります。
　福岡法務局粕屋出張所が管轄しています糟屋郡粕屋町、宇美町、篠栗町、志免町及び須恵町の会社・

法人に関する登記事務は、２月22日（月）から福岡法務局法人登記部門で取り扱います。

　２月22日以降の事務の取扱いは、次の表のとおりです。

注　会社・法人の登記手続に関するご質問・ご相談は、引き続き粕屋出張所でもお受けいたしますが、そ

の内容によっては、福岡法務局法人登記部門でのみ、お取り扱いするものがありますので、あらかじ

めご了承ください。 

※取扱いの変更に伴い、必要となる登記申請手続などはありませんが、会社法人等番号が変わりますの

で、ご注意ください。現在お持ちの印鑑カードは、そのままご利用できます。 

※不動産登記事務につきましては、管轄の変更はありません。 

 

●問い合わせ　福岡法務局法人登記部門　☎（７２１）９３０６ 

　　　　　　　福岡法務局粕屋出張所　　☎（９３８）２２５８ 

○ 

会社・法人登記の申請手続 

会社・法人の登記の登記事項証明書の発行 

会社・法人の印鑑証明書の発行 

会社・法人の登記事項要約書の発行 

会社・法人の紙の登記簿の閲覧及び謄本などの発行 

会社・法人の印鑑の届出（改印を含む） 

会社・法人の印鑑カードの発行・再発行・廃止 

会社・法人の電子署名の届出 

会社・法人の登記手続のご質問・ご相談 

× 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

△ 注 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

会社・法人登記事務の内容 粕屋出張所 法人登記部門 

　下記の日程で『運動教室』を開催いたします。普段の生活の中で簡単に取り入れることのできる内容
となっています。この機会にぜひお友達と誘いあってご参加ください。参加ご希望の方は１週間前まで
にお申し込みください。 
　皆さまのご参加をお待ちしております。 

●内容　ストレッチ 
　　　　筋力アップの体操 ／ 運動指導士 
　　　　健康講話　　　　／ 保健師 
●日時　２月22日（月） 
　　　　午前９時30分～（２時間程度） 
●場所　粕屋町健康センター 多目的室 
※運動できる服装、タオル、飲み物（お茶・お水）をご持参ください。 
●申込先・問い合わせ 粕屋町国保健康課健康推進係（粕屋町健康センター内） 
   ☎（938）2311 内線525・526 
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 

粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１内線２２５ 

　粕屋町では、運転免許試験場が遠距離にあるために、高齢者の方々が大変ご苦労されてある
ので、皆さま方の負担が少しでも軽減されるように、70歳以上の運転免許証の更新予定者を対象に町有
バスでの送迎を実施しています。 
　町民の皆さんのご利用をお待ちしています。 
１　実施期日 
　　　３月26日（金）　　５月26日（水）　　７月26日（月）　　９月27日（月）　　11月26日（金） 
　　　平成23年１月26日（水）　　平成23年３月28日（月） 
※運転免許証の更新期間が誕生日の前後１か月間の猶予期間があるので、２か月に１回の割合で実
　施しています。 

２　参加資格 
　　○粕屋町に居住され、70歳以上の方（男女は問いません） 
　　○運転免許証を更新される方で、高齢者講習受講済みの方 
３　参加申込み要領など 
　　（1）申込み方法 
　　　  下記自動車学校で高齢者講習を受講し、窓口（受付）担当者に申込書を提出します。 
　　　　　○博多の森ドライビングスクール ○古賀自動車学校 
　　　　　○レインボーモータースクール福岡 ○東福岡自動車学校 
　　　　　○福岡市自動車学校 ○はかた自動車教習所 
　　　※申込用紙は、各学校の窓口に置いています。 
　　　※申込者の方が希望される日に受講者が多いことなどから受講日を変更しなければならな
　　　　い日もありますので、余裕を持って申込みをしてください。 

　　（2）参加定員 
　　　　定員は、30名です。 
　　　　　参加者の決定は、後日電話などにより通知します。 
４　集合日時・場所 
　　・日時　各実施期日の午後１時50分（午後２時出発） 
　　・場所　粕屋町役場庁舎正面右側入口（福祉バス停留所） 
５　持参するもの 
　　　運転免許証、高齢者講習受講修了証、更新手数料（概ね4,000円程度） 
６　問い合わせ 
 

高齢者運転免許更新バス送迎事業実施中高齢者運転免許更新バス送迎事業実施中高齢者運転免許更新バス送迎事業実施中

試験場行 

バス
送迎
中 

   　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
度
の
受
診
期
限
は
、
３
月
31
日

（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受

診
対
象
と
な
る
方
で
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　

受
診
の
と
き
は
、
保
険
証
と
受
診

票
が
必
要
で
す
。
受
診
票
が
見
あ
た

ら
な
い
場
合
は
再
発
行
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
左
記
の
連
絡
先
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。 

●
連
絡
先　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合 

　

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー 

　

☎（
６
５
１
）
３
１
１
１ 

後
期
高
齢
者
の 

健
康
診
査
に
つ
い
て 
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「特定高齢者」をご存知ですか。「特定高齢者」をご存知ですか。「特定高齢者」をご存知ですか。「特定高齢者」をご存知ですか。
優先的に介護予防教室へ優先的に介護予防教室へ優先的に介護予防教室へ

■ 介護予防教室へ優先的に参加できる方を「特定高齢者」と
しています。 

基本チェックリストを
受けましょう。
基本チェックリストを
受けましょう。
基本チェックリストを
受けましょう。

あきらめていること、
ありませんか。
あきらめていること、
ありませんか。
あきらめていること、
ありませんか。

■ 人はそれぞれに生活に関する希望を持っていると思います。 

　「たまには遠くのデパートで買い物をしたい」 
　「遠く離れた家族に会いに行きたい」 など･･･ 
■ 年齢を重ね、体力や気力の低下などから、少しずつあきら

めていませんか。 

■ 介護予防教室では、衰えてきた機能を強化することで、あ
きらめていたことに再び取り組めるようにお手伝い
することを目的としています。 

かすやお口から元気教室 
「お口の体操」 

かすや貯金体操ひろば 
「ストレッチ」 

■ 「特定高齢者」とは、「基本チェックリスト」によって介護
予防教室をぜひ利用していただきたいと判断された方です。 

■ 平成22年度も「基本チェックリスト」をお送りします。 
※ 介護認定をされていない65歳以上の方が対象となります。 

問い合わせ　粕屋町地域包括支援センター （粕屋町介護支援課）　☎(938)2311 （内線：556･560） 

第
３
回
「
介
護
者
交
流
会
」
の 

お
知
ら
せ 

　

今
年
度
は
、
最
後
の
交
流
会
の
時

期
と
な
り
ま
す
。 

　

ご
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
々

で
集
ま
り
、
心
地
よ
い
音
楽
や
ア
ロ

マ
の
香
り
で
ゆ
っ
た
り
と
ひ
と
時
を

過
ご
し
、
日
常
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
対
象　

要
支
援
・
要
介
護
者
を
介

護
し
て
い
る
介
護
者
及
び
そ
の
家

族 

●
日
時　

２
月
23
日
（
火
）
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
（
予
定
） 

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
１

階　

和
室 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月
18

日
（
木
）
ま
で
に
介
護
支
援
課
☎

(

９
３
８)

２
３
１
１
・
内
線

５
５
９
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

 

 

法
律
と
暮
ら
し
の 

　
　
　
　

無
料
相
談
会 

   　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。 

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。 

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
日
時　

２
月
12
日
（
金
） 

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の
前
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７ 

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６ 

　

川
口
學
ま
で 
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と
う
げ
み
ち 

さ
さ
の
は 

ろ
く
し 

お
さ 

に
ぎ 

つ 

〔
俳
句
〕 

老
杉
の
太
き
走
り
根
烏
瓜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄 

音
も
な
く
花
び
ら
零
す
寒
桜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴 

風
に
舞
う
紅
の
葉
に
手
を
広
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸 

亡
き
母
は
何
想
い
け
む
秋
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子 

松
陰
の
百
五
十
年
祭
塾
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子 

山
茶
花
の
湧
き
立
つ
白
さ
日
暮
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子 

シ
ャ
ム
猫
の
眼
に
末
枯
る
る
湖
の
色 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子 

賀
状
か
く
墨
の
に
ほ
い
の
な
つ
か
し

き　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子 

一
と
日
を
寒
さ
に
甘
え
怠
け
き
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子 

賑
や
か
に
い
の
ち
継
が
す
や
落
葉
降

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩 

六
四
の
会
幼
な
を
と
ど
め
乾
杯
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子 

頼
ま
れ
し
ハ
ガ
キ
は
ハ
ン
グ
ル
寒
ポ
ス

ト　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子 

癌
で
す
か
医
師
は
う
な
ず
く
鬼
や
ら

い　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ 

黄
葉
の
散
り
て
眩
し
き
散
歩
首 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代 

銀
杏
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
声
弾
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子 

吊
し
柿
同
じ
高
さ
の
日
の
匂
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子 

つ
か
の
間
の
老
い
の
語
り
部
日
向
ぼ

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子 

葉
桜
や
色
染
め
枯
れ
て
風
を
待
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ 

青
空
に
輝
き
放
つ
木
守
柿 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や 

刈
田
背
に
な
び
く
旗
に
は
力
士
名 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子 

落
葉
道
乾
い
た
音
と
共
に
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子 

冬
日
和
肥
後
訛
聞
く
阿
蘇
の
宿 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉 

手
に
取
り
て
掃
く
に
は
惜
し
き
柿
紅

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ 

野
辺
の
墓
通
る
人
な
く
冬
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ 

天
草
の
入
り
日
に
呑
ま
れ
鷹
舞
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝 

庭
手
入
れ
妻
と
二
人
に
枯
葉
舞
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し 

初
雪
や
黒
い
帽
子
の
中
地
蔵 髙

木
喜
久
代 

〔
川
柳
〕 

食
べ
た
ふ
り
母
は
最
後
に
箸
を
置
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道 

達
筆
で
さ
ら
さ
ら
書
い
た
請
求
書 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の 

妄
想
が
さ
ら
さ
ら
と
艶
作
家 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵 

う
ど
ん
好
き
湯
気
の
向
こ
う
は
幸
せ

だ　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子 

水
補
給
血
液
さ
ら
さ
ら
ほ
ん
と
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子 

朝
寝
坊
茶
漬
け
さ
ら
さ
ら
走
り
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志 

 

も
や
も
や
を
さ
ら
さ
ら
流
す
今
日
の

酒　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き 

こ
の
世
の
こ
と
神
に
任
せ
る
冬
さ
く

ら　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛 

任
さ
れ
て
罠
に
は
ま
っ
た
お
人
好
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫 

任
さ
れ
た
嫁
が
家
計
を
建
て
直
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子 

さ
ら
さ
ら
と
別
れ
て
か
ら
の
風
の
距

離　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き 

過
去
は
さ
ら
さ
ら
心
の
棘
を
抜
く
旅

に　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子 

貧
乏
神
と
仲
良
く
冬
を
越
す
財
布 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子 

と
び
乗
っ
た
バ
ス
に
財
布
が
見
当
た

ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子 

着
飾
っ
て
気
取
っ
た
ポ
ー
ズ
こ
れ
誰

ー
れ　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り 

食
卓
を
飾
る
採
り
た
て
野
菜
で
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

メ
サ
イ
ア
が
流
れ
国
中
ク
リ
ス
チ
ャ

ン　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月 

あ
あ
祝
辞
ど
こ
を
切
っ
て
も
修
飾
語 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市 

〔
短
歌
〕 

峠
道
二
月
の
水
は
冷
た
く
て
ゆ
る
き

流
れ
に
笹
葉
浮
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子 

寒
波
来
て
小
春
日
が
来
て
冬
至
来
て

梅
が
待
た
る
る
歳
の
暮
れ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の 

電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け 

て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ 

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３
年

間
で
す
。
有
効
期
間
が
満
了
し
、
失

効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電
子
申

告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に
使
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　

有
効
期
間
満
了
日
の
３
か
月
前
か

ら
更
新
の
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
粕
屋
町
役
場
住
民
福
祉
課
住
民

係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
更
新
時
持
参
い
た
だ
く
も
の 

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

　

れ
た
住
基
カ
ー
ド 

・
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料

　
（
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
） 

・
発
行
手
数
料　

５
０
０
円 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
住
民
係 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１
内
線
４
１ 

　

６ 

平
成
22
年
度 

粕
屋
町
体
育
施
設
使
用 

団
体
登
録
に
つ
い
て 

 　

平
成
22
年
度
の
体
育
施
設
使
用
団

体
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　

粕
屋
町
の
体
育
施
設
（
か
す
や
ド

ー
ム
を
除
く
）
を
使
用
す
る
場
合
は

団
体
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

使
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
登
録
で
き
る
団
体 

▽
粕
屋
町
住
民
で
組
織
さ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体 

　
（
８
割
以
上
が
粕
屋
町
住
民
で
あ

る
こ
と
） 

▽
粕
屋
町
内
の
事
業
所
の
従
業
員
で

組
織
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体 

　
（
事
業
所
の
代
表
者
で
申
請
す
る

こ
と
） 

●
申
請
書
配
布
・
提
出
場
所 

　

粕
屋
町
役
場
社
会
教
育
課 

　

☎（
９
３
８
）
１
４
１
０ 

●
提
出
期
限　

３
月
５
日
（
金
） 
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御
　

礼
 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名 

寄　

贈　

主 

亡
く
な
ら
れ
た
方 

居

住

地
 

年
齢 

町の人口 
人　口　 

21年 

20年 

19年 

男 女 世帯数 
12月末現在 

21　年 

前年対比 

　507件 

+36件 

0人 

±0人 

660人 

+44人 

11月末現在 町内の交通事故発生状況 

発生 
発　生 
件　数 死者数 負傷者数 

区分 

２月の税金  

41,988 

40,857 

39,877 

20,818 

20,367 

19,865 

21,170 

20,490 

20,012 

16,740 

16,295 

15,750 

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

固定資産税　　　第 ４期
国民健康保険税　第10期

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

大
隈
区 

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

大　
　

隈

森
松　

逸
子 

森
松　

孝
司 

73 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

若
宮
区 

若　
　

宮 

石
田
美
代
子 

石
田　

泰
輔 

76 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

乙
仲
原
西
区
老
人
ク
ラ
ブ 

乙
仲
原
西 

山
口
喜
代
子 

山
口　

政
敏 

82 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

乙
仲
原
西
区
老
人
ク
ラ
ブ 

乙
仲
原
西 

常
住　

由
則 

常
住
サ
キ
エ 

86 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

酒　
　

殿 

梶
原　

雪
子 

梶
原　

明
広 

74 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
者
原
中 

中
川　

哲
雄 

平
井　

貞
子 

78 

納め忘れていませんか 

１月の 
税　金 

町・県民税　　　第4期 
国民健康保険税　第9期 

下
水
道
排
水
設
備 

指
定
工
事
店
指
定
申
請
の 

お
知
ら
せ 

　

平
成
22
年
度
の
粕
屋
町
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
書
配
布　

２
月
１
日
（
月
）

か
ら

●
申
請
書
受
付
期
間　

３
月
１
日

（
月
）
か
ら
３
月
12
日
（
金
）
ま
で

●
注
意
事
項　

申
請
書
配
布
、
申
請

書
受
付
の
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日

を
除
く
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

　

水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
有
効
期

間
（
8
年
間
）
が

満
了
す
る
前
に
、

町
が
委
託
し
た

左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
は
、
酒
殿
区
・
甲
中
原
区
・
花

ヶ
浦
区
の
交
換
対
象
の
お
宅
の
メ
ー
タ

ー
器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

  

☎(

６
２
１) 

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

  

☎(

９
３
８) 

４
５
７
６

長
設
備
工
業  

☎(

９
３
８) 

７
１
３
５

㈱
倉
田        

☎(

９
３
８) 

２
７
０
８

松
山
工
業(

株)

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
、
担
当
の

委
託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な

ど
を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
７
へ
お
尋
ね
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。
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不
可
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８
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３
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４
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２
・
４
５
４
に
、
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◎会員を募集しています。
　粕屋町にお住まいで、60歳以上の健康で働く意欲のある方。

連絡先　☎（９３８）３３００

(社)粕屋町シルバー人材センター 

家事の手伝い、草取り、植木のせん定・消毒、掃除、 
大工仕事、子育て支援、そのほか軽作業など。 

受付は、土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時。 
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す
る
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め
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新
型
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フ
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ザ
の
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染
拡
大
は
一
人
一
人
が
防
ぐ
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

2月の行事予定表2月の行事予定表2月の行事予定表

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ﾎｰﾙ  

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 まめまき 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 まめまき 

30代メタボ健診 8:30～11:00 健康センター 対象者の方には通知いたします 

30代メタボ健診 8:30～11:00 健康センター 対象者の方には通知いたします 

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 対象者の方には通知いたします 

ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子体操・ダンス 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年10月生まれの児 

子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 おひなさま作り 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズムあそび 

園庭開放 10:00～11:00 西保育所 マラソンごっこ 

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成21年4月生まれの児 

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成19年1月生まれの児 

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます） 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 おひなさま作り 

4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年10月生まれの児 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年7月生まれの児 
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25　(木) 

2　(火) 

 

 

3　(水) 

 

7　(日) 

 

 

9　(火) 

 

 

12　(金) 

 

 

 

 

 

17　(水) 

 

 

18　(木) 

 

19　(金) 

22　(月) 

 

24　(水) 

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ﾎｰﾙ  

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

園庭開放 10:00～11:00 西保育所 ひなまつり会 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 ひなまつり会 

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 ひなまつり会 

 

3月上旬の行事予定表旬の行事予定表3月上旬の行事予定表3月上旬の行事予定表

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 
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印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱ 


